
ブロードバンド時代の到来
・デジタルコンテンツの普及
　テキスト、静止画、動画、アニメなど
・ADSLの限界
・高速加入者回線の要求(ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ）
　FTTHであれば、あらゆるデジタルコンテンツサービスが可能となる
・既存ビルのITルネッサンスの必要性

光ファイバと他の伝送媒体との伝送速度

エレベータ内光ファイバ導入の基本的考え方
・建築基準法の改正
　これまでエレベータシャフトは聖域であった。
・どのキャリアに対しても開放する
・ビルの所有者が光ファイバ投資をする
　そのためには動機付けが必要
・マルチキャリアが鍵
　ビルのオーナーが、自由にキャリアを選択
・防犯防災管理、監視にも活用できる
　　　　　以上が規制緩和の条件！！

建築基準法の改正 Amendment of Construction Act 129
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エレベータ協会が策定した光ファイバ導入ガイドライン

By Japan Elevator Association 2005！
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国土交通省住宅局 （財）建築環境総合・省エネルギー機構

2006年版から高度情報通信設備の項が付加
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建物内への光ファイバ導入手順
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構内ケーブルは、通信事業者で施工、光ファイバ端末をユーザ側で設置運営

既存建物内への光ファイバ導入の前後

建物内の高度情報通信設備をユーザ側で設置運営
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地下管路経由で建物内への 光ファイバの導入

架空線による光ファイバの建物内への導入

光ファイバ導入の理念
・ビルのオーナーは、テナントの要求に従う。
・テナントは、自分の気に入ったキャリアと契約を希望する。（ビジネスの関係など）
・ビルのオーナーは、一度に光ファイバを導入したい。何度も工事をするのは避けたい。
・ビルの建設業者は、どれくらいの芯数を持つ光ファイバケーブルを導入するのか分からない。
　　基本的な考え方は、導入された光ファイバケーブルはオーナーの所有であること！！

1部屋4芯ファイバを推進
・次に1テナントに何芯の光ファイバケーブルを配線しておけばよいか？
・1芯目：キャリアのための通信回線
・2芯目：放送のための通信回線
・３芯目：監視・モニターのための通信回線
・４芯目：多目的通信回線（予備回線）
　1部屋に4芯ファイバが導入しておけば、将来のあらゆる要求に対応できる。しかもシングル
　 スターで、キャリアの局舎と接続できるようにする。

各ビルの規模により芯線数の際少数を決める
階数と広さで、最小芯数を決める
・標準として１０階建て（５０坪）
・１１-１５階建て（３００坪）
・１６階建て以上（５００坪）
・既存マンション
以上４つのケースで最小芯線数を決めた
さらに、情報インフラの内容で、１－５のランク付けをした
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光ファイバの導入ガイドライン

10 stories with less than 165m2
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既存ビルへの光ファイバ導入 (10 階 165m2 )
光ファイバ芯線数による5 段階分類



既存ビルへの光ファイバ導入 (11 -15 階 990m2 )
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既存ビルへの光ファイバ導入 (16 階以上 990m2 )



既存アパートメント
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中野サンプラザビルへの光ファイバ導入実証実験

１９７２年建設の古いビル、中野サンプラザ（２１階建て）のエレベータシャフト内に、３０
０芯の光ファイアを持つケーブルを導入し、ホテル、オフィス、結婚式場、劇場、インタ
ネットカフェなど各種ユーザに光ファイバを配信実験している。特に劇場からの生中継
システムは、極めて成功した。

エレベータ内へ光ファイバ敷設
・エレベータシャフトの隔壁（約２５cm）にダイヤモンドドリルで４０ｍｍφの穴を明けて
　 光ファイバを取り出し、穴は防火粘土で封止する
・予め階高従って、分岐付きの光ファイバケーブルを用意する

光ファイバの布設
・エレベータの籠の中に光ファイバのドラムを入れて天井から繰り出しながら各階に取り付け
　 固定してゆく。1-1.5ｍ間隔で留める。
・穴を明けておけば、21階建ての場合でも数時間で布設が終了する。
　 深夜工事を行っても騒音の心配も無く、短時間に布設できる。
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新しい応用分野
・既存および新規ビルのブロードバンドネットワーク
・中継車無しで劇場から生中継が可能
・エレベータ内の監視・モニター
・地震予知波（P波）の検出
・屋上の塔屋まで引きあがられた光ファイバと接続して将来、
　 衛星放送受信、携帯電話基地として利用

まとめ
・光ファイバネットワークを利用したICTインフラの全国的な推進
　通信と放送（衛星放送）
　通信とセキュリティ
　防犯防災
　携帯端末基地
・デジタルコンテンツの推進
　アニメ、ゲーム、アート、イーラーニング

最後に
・ビルオーナーはエレベータシャフト内の光ファイバについては、第1のプライオリティを持つ
・全国のビルオーナーに理解してもらう
・そのためには、キャリア、機材ベンダー、通信建設、ジェネコンが中心になって普及啓蒙活動が不可




